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研究成果の概要（和文）：SNSデータの解析により社会課題を早期発見することで問題を重症化させず解決に導
くことは可能だろうか？本予算では、この困難な研究課題に対して必要な基本技術の開発を行なった。本研究
は、社会に潜む多様な声を拾い上げ、多数の人々に届けるしくみづくりのきっかけとなることを目指している。
本予算の成果は情報拡散型の社会問題を提案し、人手によるデータ作成を行なった。次に、SNSデータから情報
拡散型の社会問題を推定する手法を開発した。これによって、マスメディアに報道されるよりも早く一部の社会
課題を検出できることを示した。

研究成果の概要（英文）：Is it possible to detect social problems early by analyzing SNS data, 
thereby leading to solutions without making the situations more serious? I have used this budget to 
develop the fundamental technologies necessary to address this problematic research question. This 
research aims to provide a catalyst for creating a system that picks up the various voices latent in
 society and delivers them to a large number of people. The outcome of this budget is a proposal for
 an information-diffusion-type social problem, and I made the dataset using cloud sourcing. Next, we
 developed a method for estimating information-diffusion-type social problems from SNS data. I 
showed that this method detected some social issues earlier than the mass media.

研究分野： ネットワーク分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
SNSデータから、クラウドソーシングを利用して比較的安価かつ大量に悩みや社会課題について投稿している内
容を判定する手段の開発を行なった。また、収集した投稿を用いて、自動的に情報拡散型の社会課題を見出す方
法の開発を行なった。これによって、マスメディアに報道されるよりも早く一部の社会課題を検出できることを
示した。本成果によって、社会課題を早期発見し、問題を重症化させず解決に導ける可能性を示した。これによ
って、社会に潜む多様な声を拾い上げ、多数の人々に届けるしくみづくりの最も基礎的な部分の開発ができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 IMF の報告によるとここ 5 年の日本の経済成長率は約１%前後で推移しており，停滞してい
る．この要因は様々に議論されているが，本研究では，社会の成長を阻害する要因を“社会課題”
と呼ぶ．政府は，この社会課題を技術のイノベーションによって得られた成果を次々に取り入れ
ることによって中長期的に成長を実現する“Society5.0”と呼ばれる改革を行うことを “未来投
資戦略 2017”としてまとめた．しかし，一方でこのような社会課題をいかに早く発見し，解決
のための技術イノベーションを起こしていくか，ということについての議論は見られない． 
 また，一方で大規模なネットワーク分析のための機械学習の発展が挙げられる．特にネットワ
ークの分散表現を獲得する技術は大きな発展を見せており，今後さらに大きな発展が期待され
ている分野である．申請者自身もこれまでマルチレイヤーネットワークの分散表現獲得に関す
る研究を進めてきた．こうした分散表現の獲得は，ノード数を N とし，分散表現の次元数を D
とした場合，ネットワークの表現を従来の隣接行列による表現(N×N)から低次元の分散表現行
列(N×D)にすることができる．大規模なネットワークの場合ノード数 N は次元数 D と比較して
105倍以上の違いが想定される．つまり，この技術の進展によって，これまでよりもより大規模
なネットワーク分析を行えるようになることが期待できる． 
 さらに，ソーシャルメディア上のコミュニティ抽出，情報抽出に関する研究もこれまで様々に
行われてきた．申請者自身もメディアを介した情報伝搬に関する研究をこれまで行ってきた． 
こうした技術的背景，蓄積によって SNS データを利用した社会イノベーション課題発見のため
の人工知能の開発が可能になる. 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，“SNS データを利用した早期の社会イノベーション課題発見のための人工知
能開発”である．具体的には大規模に収集した SNS データを用い，ユーザ，メディアを元にネ
ットワークを構成し，それを元にコミュニティ抽出，社会イノベーション課題の発見を行う.こ
れによって，早期の社会イノベーション課題を発見し，提示することを目指す. 
 
３．研究の方法 
 本研究では社会課題は特定のコミュニティの中で発現し，時には社会全体で議論される大き
なものとなると考える。そこで，課題そのもののいかに検出するか，議論が行われるコミュニテ
ィをどのように検出するかの２点についての開発が必要となる．その上で，本研究で開発する手
法について概要を図１に示す.本研究では，主に２つの機能を持つ AIの開発を目指す. 
 
AI1. 社会イノベーション課題推定 AI  
AI2. SNS 上のコミュニティの推定 AI 
 

 
 まず，AI1 では，２つのデータを入力とし，社会イノベーション課題の推定のための手法開発
を行う.この２つのデータは，第一に社会課題と解決を期待される技術イノベーションに関する
データ， 第二に SNS の膨大なデータである．第一のデータは，社会イノベーション課題につい
て AI に学習させるための教師データとして利用する．図中では，未来投資戦略 2017 としている



が，他に社会イノベーション課題について述べられている資料があれば積極的に活用していく．
例えばそれは，国連開発計画 (UNDP) が策定した SDGs の一部等が挙げられる．第二のデータは
SNS の膨大なデータである．図中では比較的入手が容易な Twitter のデータを想定しているが，
他にも利用可能なデータがあれば積極的に利用していきたい．このデータを用いて，第一のデー
タを教師として訓練を行い，新しい社会イノベーション課題を推定するモデル開発を行う． 
次に，AI2 では，SNS の膨大なデータを入力とし，その SNS 上でのコミュニティ推定をする手法
開発を行う．ここでは，人々は SNS 上でのコミュニケーションや接触するメディアによってコ 
ミュニティを形成しており，それによって社会イノベーション課題に対する意見も異なる，とい
う仮説をおいている.このようなコミュニティにおける意見の偏りは，エコチェンバー現象 と
して知られている.ここで開発する AI は，このような仮説の元，コミュニティを抽出し，そのコ
ミュニティの特徴(主な関心，年代，性別等のプロフィール情報)を明らかにすることを目的とす
る. 
 
４．研究成果 
・AI1. 社会イノベーション課題推定 AI 
に関する成果 
 まず，構築主義的アプローチによる社
会課題推定手法の開発を行なった．概要
を図１に示す。社会課題推定は２つのプ
ロセスを経て推定を行う。１つは投稿者
本人の悩みに関する投稿であるかどうか
を判定するモデル（クレイム申し立て投
稿の判定）、もう一つは検出した用語が社
会課題性を持つ用語であるかどうかを判
定するモデルの２つである。 
クレイム申し立て投稿の判定モデルの開
発は以下のように行なった。はじめに教師
データの作成をクラウドソーシングを用い
て行なった。クラウドソーシングでは個別
の投稿を複数のユーザにクレイム投稿であ
るかどうか判定をしてもらった。これによ
り 29,988 件の投稿に関してアノテーション
を行うことができた。 
次に社会課題の判定モデルは通時的分散表
現抽出法を組み合わせた判定モデルの開発
を行なった。具体的には通時的分散表現抽
出法を用いて抽出した日毎の各用語の分散
表現を用い，それと悩みなどのネガティブ
な用語群との距離変化の測定を行うことで
実現した。検出手法の概要を図２に示す。図
２では検出したクレイム投稿群に含まれる
語 w のある時点での分散表現を著したもの
である。この語がこの後数日して、「悪い」
語との距離が小さくなった場合に社会問題語として検出を行
った。結果図３のような語が社会課題語として抽出された。結
果として抽出時期にニュースとなっていた語が多くとれ、社
会課題語として十分に機能していることがわかった。またこ
れらの語のうちマスメディアで報道されたものについてはマ
スメディアが報道するより２週間ほど早く検出できることを
示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 情報拡散型社会課題の推定の概要 

図２ 社会課題語の検出法 

図３ 抽出された社会

課題語の例 

図４ M＆A とネットワーク中心性の関係 



・AI2. SNS 上のコミュニティの推定 AI に関する成果 
 本 AI の構築は，指標や手法の持つ特性を適切に評価するために SNS 以外のデータも利用して
開発を進めた。まず，企業間の取引データと M＆Aの関係について分析を行なった。本分析では
ネットワーク特徴量に注目し，M＆Aとそれぞれのネットワーク特徴量について分析を行なった。
この結果、M＆Aの被買収企業は，次数や PageRank、近接中心性等は買収元企業と比較して小さ
いが、媒介中心性は高い傾向があることがわかった（図４）。つまり被買収企業はネットワーク
上の直接の繋がりは低い企業が多いが、一方その企業と繋がらなければ、取引関係にならない企
業を多く持っている可能性がある
ことがわかった。 
 次に、学術文献データを用いて、
ネットワーク上に存在するさまざ
まなノードをエンベディングする
手法の開発を行なった。図５に示
す通り、本手法は論文、著者等を異
種ネットワークとしてノードとし
て取り扱い、それぞれを同一空間
内でネットワーク上の関係性を保
つように配置する手法である。本
手法を用いることで，ノード間の
リンク関係の予測や将来的な被引
用数予測に有効であることを示し
た。 
 これら２つの手法は課題である社会イノベーション課題発見のための人工知能開発において
基礎となる技術である。SNS は言うまでもなくネットワークであるため、その中で日々議論さ
れる課題、情報拡散の行動もネットワーク的であるからである。 
 
 
 
 
 

図５ 異種ネットワークエンベディング法 
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